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エアロゾルは直後・間後効果を通して地球の気候システムに大きな影響を及ぼ
すことがあきらかとなっている
モンスーンアジアでは今後硫酸温エアロゾルや硫黄の湿性沈着量が憎加し続
ける傾向にあることが示唆され，今後数十年で東アジア大陸からの汚染物質の
排出の影響を日本でも強く受ける可能性がある（Takemuraet al., 2001）.また，エ
アロゾルの噌加によって大気循環場が変化し対流が弱められることで降水量
が減少することが示唆された（Mukaiand Nakajima, 2009). 
本研究では，今後エアロゾル濃度が僧加傾向にあるモンスーンアジアを対象と
してエアロゾルの時空間分布を10年間の長期間の衛星観測データを用いて解析
する特に大気循環場は降水分布が季節および年により大きく変動することに着
目しそれらの関係について調査を行う
。 AODIま乾季の終わりにピークとなる．
。 AODI立基本的に降水量と負の相関である
月平均では、？＇イムラグを持った相関関係 l立、はっきりとしない。
。中国沿岸郁．インドなどの地織では，相対的に降水量が多い季節でもAODが
高い値を示していることから，；湿性沈書店の彫響が明瞭をみられなかった
このような湿性沈着プロセスを卓越していない地域は。AODの絶対値が他の
地域と比較して非常に高〈，生成量が大きいことが推察される
。 ENSOなどによっても、統計的に有意にAODが年々変動する．
海洋大陸上では、ENSO最盛期のDJFよりも乾季のSONの方がAODの
変動が大きい。
使用データ：MODIS / Terraの月毎のエアロゾル光学的厚さ（AOD）デー タ｛Hubankset al., 2008) 
GPCPの月毎の日平均降水量（Adleret al., 2003) 
JRA 25再解析の風向風速データ（Onogiet al., 2007) 
対象期間：2001年1月一2010年12月
対象領減：モンスーンアジア（東経60ー 160度，南緯5ー 北緯55度）
AODと降水量の季節変化および年々変動を調べた．
特に明瞭な季節変化を示した①中国華北，②中国華南，③インドシナ半島．④ボルネオ島。 ⑤インド北東部，
⑥インド北西部，⑦インド南部の7地域（図1）についてそれぞれ領媛平均を計算して， AODと降水量の
1-12月の気候値を示した．
地理的な偏りが大きい
・中国沿岸部，特に北部は年聞を通して他の地域よりもAODが
大きい
．夏季｜ま広範囲にわたってAODが大きくなっている
＝。紫外線の影響によって光化学反応が進み．特に硫酸塩等の
人為起源エアロゾルの生成量が増加
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AOD，降水ともに地場により異なる変動
・インドシナ半島，ボルネオ島・・・AODが乾季の終わり頃に最大となり，そ
の後雨季が始まると急激に減少
司降水により大気中からエアロゾルが除去された湿性沈着の影響
・中国沿岸部，インド・・・相対的に降水量が多い季節でもAODが高い
＝。湿性沈着の影響が明瞭でないこのような湿性沈着プロセスを阜超して
いない地域は，AODの絶対値が他の地域より高〈，生成量が大きい
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